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し
た
。

　

県
指
定
有
形
文
化
財
・
旧
吉
田

家
住
宅
主
屋
で
は
、
市
担
当
者
と

再
建
を
請
け
負
っ
て
い
る
陸
前

高
田
市
建
設
業
協
会
（
畠
山
正
彦

代
表
理
事
）
の
担
当
者
か
ら
、
被

災
後
当
時
の
状
況
と
再
建
に
当

た
っ
て
の
部
材
確
保
、
文
化
財
指

定
の
取
り
扱
い
、
現
在
の
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
藩
政
時
代
か
ら
の

建
物
で
、
被
災
前
は
当
時
の
建
築

技
法
の
ま
ま
現
存
し
て
あ
っ
た
も

の
の
、
再
建
と
な
れ
ば
様
々
な
制

約
が
あ
り
技
術
的
に
も
複
雑
化
す

る
ほ
か
、
欠
損
部
分
の
木
材
確
保

も
困
難
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
歴
史
的
な
理
由
に
よ

り
増
改
築
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

で
、「
本
来
な
ら
見
え
な
い
は
ず

の
ホ
ゾ
穴
な
ど
が
表
に
出
て
い
た

だ
ろ
う
」
と
当
時
の
状
況
を
推
察

し
な
が
ら
進
め
る
な
ど
、
気
仙
大

工
の
技
を
生
か
し
な
が
ら
再
建
を

進
め
て
い
る
苦
労
を
実
感
し
ま
し

た
。　
（
中
野
貴
徳
副
委
員
長
）

震
災
前
の
１
車
線
（
幅
員
約
３

メ
ー
ト
ル
）
か
ら
対
面
通
行
が
出

来
る
２
車
線
（
同
約
６・
５
メ
ー

ト
ル
）
と
な
り
、
安
全
確
保
と
利

便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
下
流
側
に
新
設
す
る
今

泉
大
橋
が
国
道
３
４
０
号
と
し
て

予
定
さ
れ
、
誂
石
橋
の
再
建
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
下
矢
作
地
区
を

　
　
　
　

中
心
に
し
た
市
民
か
ら

　
　
　
　

の
要
望
に
よ
り
再
建
が

　
　
　
　

決
ま
っ
た
も
の
で
、
市

　
　
　
　

が
管
理
す
る
橋
と
し
て

　
　
　
　

は
最
大
規
模
と
な
り
ま

　
　
　
　

す
。

　
　
　
　
　

橋
桁
の
高
さ
は
、
今

　
　
　
　

後
、
県
が
改
修
し
て
い

　
　
　
　

く
予
定
の
気
仙
川
堤
防

　
　
　
　

計
画
を
見
据
え
た
も
の

　
　
　
　

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

委
員
か
ら
は
自
転
車

　
　
　
　

通
学
の
安
全
確
保
策
な

　
　
　
　

ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が

　
　
　
　

あ
り
、
警
察
や
関
係
団

　
　
　
　

体
等
と
協
議
検
討
す
る

　
　
　
　

内
容
の
説
明
を
受
け
ま

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
12
月

９
日
、
気
仙
川
で
復
旧
工
事
中
の

誂
石
橋
（
あ
つ
ら
い
し
ば
し
）
の

ほ
か
、
気
仙
町
今
泉
地
区
に
復
元

再
建
中
の
県
指
定
有
形
文
化
財
・

旧
吉
田
家
住
宅
主
屋
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

開
通
を
目
前
に
控
え
た
誂
石
橋

（
延
長
２
５
０
メ
ー
ト
ル
）
は
、

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

10
月
18
日
に
行
い
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
支
援
金
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
２
億
１
０
２
５
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
２
９
億
６
８
３
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
い
ず
れ

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
連
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費
と

し
て
１
億
３
２
３
０
万
円
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
別
支
援
金
給
付
事

業
費
３
３
１
６
万
２
千
円
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
伴
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

４
４
７
９
万
５
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
蒲
生
哲
）
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奥
州
市
、
大
船
渡
市
、
本
市
の

三
市
議
会
に
よ
る
合
同
研
修
会
を

11
月
７
日
、
陸
前
高
田
市
で
開
き
、

三
市
議
会
の
議
員
総
勢
55
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
市
役
所
で
市
立
博
物

館
主
任
学
芸
員
の
熊
谷
賢
氏
に
よ

る
「
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い

て
」
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
、

開
館
し
た
ば
か
り
の
市
立
博
物
館

を
訪
れ
、
見
学
し
ま
し
た
。
講
演

と
見
学
を
通
じ
て
、
文
化
財
・
歴

史
を
継
承
す
る
こ
と
の
意
義
と
覚

悟
を
全
議
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
木
村
聡
）

第
２
回
臨
時
会

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
愛
育
会

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ま
ち
か
ど
相
談

室
リ
ン
ク
」
管
理
者
の
鈴
木
志
保

氏
か
ら
、
相
談
支
援
機
能
強
化
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

リ
ン
ク
の
鈴
木
氏
か
ら
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
発
達
が
気
に
な

る
子
ど
も
の
こ
と
で
、
本
人
や
家

　
　
　
　
　

族
か
ら
年
間
１
９
０

　
　
　
　
　

０
件
近
い
相
談
が
あ

　
　
　
　
　

る
と
の
報
告
を
受
け

　
　
　
　
　

ま
し
た
。
ま
た
、
こ

　
　
　
　
　

こ
数
年
社
会
問
題
と

　
　
　
　
　

し
て
取
り
上
げ
ら
れ

　
　
　
　
　

て
い
る
、
80
代
の
親

　
　
　
　
　

が
50
代
の
子
ど
も
の

　
　
　
　
　

生
活
を
支
え
る
「
８

　
　
　
　
　

０
５
０
問
題
」
が
本

　
　
　
　
　

市
に
も
存
在
し
て
い

　
　
　
　
　

る
こ
と
も
聞
き
ま
し

　
　
　
　
　

た
。

　
　
　
　
　
　

そ
の
対
応
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
保
健
、
福
祉
、

　
　
　
　
　

医
療
、
保
育
、
教
育
、

　
　
　
　
　

就
労
等
の
多
岐
に
わ

　
　
　
　
　

た
る
困
り
事
や
心
配

事
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
を
行
っ
て
、
解
決
に
努
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
支
援
事
業
が
適
正

か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地

域
の
相
談
事
業
者
に
対
す
る
指

導
・
助
言
、
情
報
収
集
・
提
供
お

よ
び
人
材
育
成
の
支
援
等
に
つ
い

て
、
広
域
で
機
能
強
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
気
仙
二
市
一
町

が
共
同
で
事
業
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

市
町
村
の
必
須
事
業
で
あ
る
相

談
支
援
事
業
が
、
困
っ
て
い
る
人

の
問
題
解
決
の
た
め
、
さ
ら
に
市

民
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
調

査
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
及
川
修
一
委
員
長
）

産
業
振
興
条
例
に
理
解

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦
昌

也
委
員
長
、委
員
６
人
）は
12
月
９
日
、

市
役
所
で
今
後
の
産
業
振
興
を
進
め

る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
条
例
制
定

の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
の
知
見
を
深

相
談
支
援
の
現
状
聞
く

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
及
川

修
一
委
員
長
、委
員
６
人
）の
所
管

事
務
調
査
は
12
月
８
日
、
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。
市
福
祉
課
の
佐

々
木
学
課
長
、
村
上
利
恵
子
福
祉

係
長
の
ほ
か
、
事
業
委
託
を
受
け

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

把
握
で
き
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

行
政
施
策
が
展
開
で
き
る
」
な
ど
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
委
員
会
と
し
て
も

同
様
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
協
議
し

て
き
ま
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
産
業
振
興
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
制
定
の
必
要
性
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
）

め
る
た
め
に

所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
師
は
京

都
大
学
名
誉

教
授
で
、
京

都
橘
大
学
教

授
の
岡
田
知

弘
氏
。
リ
モ

ー
ト
形
式
に

よ
り
、「
中
小

企
業
振
興
基

本
条
例
（
仮
）

制
定
の
意
義

と
効
果
」
に

つ
い
て
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、

岡
田
氏
は
紫
波
郡
矢
巾
町
を
は
じ

め
、
京
都
府
長
岡
京
市
や
高
知
市
で

の
同
条
例
制
定
に
携
わ
っ
て
お
り
、

「
ぜ
ひ
、
陸
前
高
田
市
で
も
制
定
を
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
が
循
環

し
、
市
民
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
市
と
し
て
は
地
域
経
済
の
担
い
手

で
あ
る
中
小
企
業
の
現
状
が
正
確
に

教育民生常任委

産業建設常任委

誂
石
橋
と
旧
吉
田
家
住
宅
主
屋
視
察

復
興
対
策

特
別
委
員
会


